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曜
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、
土
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、
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休
刊
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目

次
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二
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す
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す
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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
二
十
八
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
二
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
二
十
九
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
二
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
号

東
京
都
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
東
京

都
条
例
第
三
十
九
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
等
法

人
を
定
め
た
の
で
、
東
京
都
文
書
管
理
規
則
（
平
成
十
一
年
東
京
都

規
則
第
二
百
三
十
七
号
）
第
六
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
し
た
法
人

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団

二

指
定
日

令
和
二
年
十
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
一
号

東
京
都
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
号
）
第

三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
指
定
を
行
う
の
で
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
す
る
法
人

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
二
号

東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条

例
第
百
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
法
人
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に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
定
を
行
う
の
で
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
す
る
法
人

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
三
号

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
五
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
指
定
届
出
受
理
機
関
に
つ
い
て
、

調
理
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
三
号
）
第
十
五
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
名
称
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
前
の
指
定
届
出
受
理
機
関
の
名
称

公
益
社
団
法
人
全
日
本
司
厨
士
協
会

二

変
更
後
の
指
定
届
出
受
理
機
関
の
名
称

一
般
社
団
法
人
全
日
本
司
厨
士
協
会

三

変
更
年
月
日

令
和
元
年
五
月
十
六
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

白
山
祝
田
田
町

二

変
更
の
区
間

港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
九
地
先
か

ら
同
所
二
百
二
番
一
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



令和2年10月1日（木曜日）東 京 都 公 報（第17187号） ４
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◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

白
山
祝
田
田
町

二

供
用
開
始
の
区
間

港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
九
地

先
か
ら
同
所
二
百
二
番
一
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
期
日

令
和
二
年
十
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

白
山
祝
田
田
町

二

占
用
を
制
限
す
る
区
間

港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
九
地
先
か
ら
同
所
二
百
二

番
一
地
先
ま
で

三

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
二
年
十
月
二
日

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
五
号

東
京
都
下
水
道
局
契
約
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

東
京
都
下
水
道
局
契
約
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
契
約
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四

十
一
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
本
部
に
あ
つ
て
は
一
億
円
未
満
、
所
に
あ
つ

て
は
八
千
万
円
」
を
「
一
億
二
千
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
前
に
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

下
水
道
局
契
約
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
よ
り
、

経
理
部
長
に
対
し
て
契
約
の
締
結
の
請
求
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

公

告

東
京
都
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

東
京
都
表
彰
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
四

号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
二
年
十
月
一
日
に
表
彰
さ
れ

る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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窓
口
事
務
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
関
す
る
要
綱
の

公
告
に
つ
い
て

窓
口
事
務
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
関
す
る
要
綱
（
平
成
六
年
九

月
三
十
日
付
公
告
）
の
一
部
を
改
正
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
。令

和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
十
二
福
祉
保
健
局

１３５
の
項
中
「交

付

」
の
次
に
「（

紙
様

式
・
カ
ー
ド
様
式
）

」
を
加
え
、
同
表
１４０
の
項
中
「再

交
付

」
の
次

に
「（

紙
様
式
・
カ
ー
ド
様
式
）

」
を
加
え
、
同
表
１４１
の
項
中

「愛
の
手
帳
交
付

」
を

「愛
の
手
帳
交
付
（
紙
様
式
・
カ
ー
ド
様

式
）

」
に
改
め
、
同
表
１４２
の

項
中
「更

新

」
の
次
に
「（

紙
様
式
・
カ
ー
ド
様
式
）

」
を
加
え
、

同
表
１４３
の
項
中
「再

交
付

」
の
次
に
「（

紙
様
式
・
カ
ー
ド
様

式
）

」
を
加
え
、
同
表
中
３３８
の
項
か
ら
８７７
の
項
ま
で
を
３４２
の
項
か
ら

８８１
の
項
ま
で
と
し
、
同
表
３３７
の
項
中
「及

び
返
還

」
を
「（

紙
様

式
）

」
に
改
め
、
「、

第
２
項

」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
３４０
の
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
十
二
福
祉
保
健
局

３３６
の
項
中
「変

更

」
の
次
に
「（

紙
様

式
）

」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
３３８
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

別
表
十
二
福
祉
保
健
局
中
３３５
の
項
を
３３７
の
項
と
し
、
同
表
３３４
の
項

中
「更

新
」
の
次
に
「（

紙
様
式
）

」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
３３５
の

項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
十
二
福
祉
保
健
局

３３３
の
項
中
「交

付

」
の
次
に
「（

紙
様

式
）

」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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東
京
都
名
誉
都
民
に
選
定
し
た
者
の
事
績
に
つ
い
て

東
京
都
名
誉
都
民
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
七
十
六

号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
二
年
十
月
一
日
に
新
た
に
東

京
都
名
誉
都
民
に
選
定
し
た
者
の
事
績
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

東
京
都
港
区

い
し

い

も
と

こ

石

井

幹

子

昭
和
十
三
年
十
月
十
五
日
、
東
京
府
（
現
東
京
都
）
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
三
十
七
年
、
東
京
藝
術
大
学
卒
業
後
、
有
限
会
社
Ｑ
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
に
入
社
。
照
明
器
具
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
際
に
、
光
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
心

す
る
。

昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和
四
十
二
年
に
か
け
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

照
明
器
具
会
社
で
照
明
器
具
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
ド
イ
ツ
の
照
明
デ
ザ

イ
ン
会
社
で
建
築
空
間
の
照
明
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
。

昭
和
四
十
三
年
、
石
井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
（
現
株
式
会
社
石

井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
）
を
設
立
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
、
社
団
法
人
照
明
学
会
（
現
一
般
社
団
法
人
照
明

学
会
）
の
第
二
十
五
回
照
明
学
会
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
元
年
、
東
京
タ
ワ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
手
掛
け
る
。

平
成
四
年
、
第
八
回
東
京
都
文
化
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
五
年
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
手
掛
け

る
。平

成
十
年
、
国
際
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
。

じ
ゅ

平
成
十
二
年
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。

平
成
二
十
四
年
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
手

掛
け
る
。

令
和
元
年
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
。

氏
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
が
定
着
し
て
い
な
い
中
で
、
そ
の
普
及
を

目
指
す
と
と
も
に
、
都
市
照
明
、
建
築
照
明
、
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
新
た
な
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
を
開
拓
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
多
く
の
光
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
先
駆
者
と
し
て
今
も
な
お
活
動
を
続
け

る
そ
の
姿
は
、
人
々
に
希
望
や
活
力
を
与
え
、
広
く
都
民
が
敬
愛
し
、

誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
都
江
東
区

た
き

ざ
わ

と
し

お

瀧

澤

利

夫

昭
和
十
三
年
八
月
二
十
二
日
、
長
野
県
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
二
十
九
年
、
上
京
し
、
有
限
会
社
北
信
硝
子
に
入
社
。
職
人

と
し
て
の
修
業
を
始
め
る
。

昭
和
四
十
年
、
独
立
し
、
瀧
澤
硝
子
加
工
所
（
現
有
限
会
社
瀧
澤

硝
子
工
芸
）
を
構
え
る
。

平
成
二
年
、
第
二
回
江
戸
切
子
新
作
展
で
平
皿
「
籠
目
」
が
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
三
年
、
東
京
都
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

平
成
八
年
、
第
八
回
江
戸
切
子
新
作
展
で
手
付
き
鉢
「
篭
編
み
」

が
江
東
区
長
賞
及
び
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
九
年
、
第
九
回
江
戸
切
子
新
作
展
で
大
皿
「
孔
雀
」
が
江
東

区
議
会
議
長
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
十
五
年
、
京
都
に
て
初
の
個
展
を
開
催
す
る
。

平
成
十
九
年
、
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸
品
「
江
戸
切

子
」
に
て
伝
統
工
芸
士
の
認
定
を
受
け
る
。

平
成
二
十
年
、
江
戸
切
子
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
商
品
化
す
る
。

ほ
お

平
成
二
十
二
年
、
第
二
十
二
回
江
戸
切
子
新
作
展
で
花
器
「
鬼

ず
き灯

」
が
グ
ラ
ス
ウ
ェ
ア
ー
タ
イ
ム
ス
社
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
。

平
成
二
十
四
年
、
江
戸
切
子
職
人
と
し
て
初
め
て
の
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
す
る
。

氏
は
、
職
人
と
し
て
高
度
な
技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
作
者

と
し
て
使
う
人
の
心
を
大
切
に
す
る
と
い
う
思
い
で
作
品
を
作
り
続

け
て
い
る
。

最
高
峰
の
技
を
持
ち
な
が
ら
も
展
示
活
動
や
江
戸
切
子
講
座
の
専

任
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
江
戸
切
子
の
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る
活
動

に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
発
展
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
し
て
い

る
。氏

が
作
り
出
す
精
緻
な
カ
ッ
ト
の
美
し
い
文
様
は
、
見
る
人
に
感

動
を
与
え
る
と
と
も
に
、
今
も
な
お
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
そ
の
姿

は
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
す
る
と
と
も
に
、
広
く
都
民
が
敬
愛
し
、

誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
都
世
田
谷
区よ

こ

お

た
だ

の
り

横

尾

忠

則

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
七
日
、
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
三
十
五
年
、
株
式
会
社
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
入
社
す

る
。昭

和
四
十
一
年
、
京
橋
の
南
天
子
画
廊
に
て
初
の
絵
画
展
を
開
催

す
る
。

昭
和
四
十
四
年
、
第
六
回
パ
リ
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
版
画
部
門

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
同
美
術
館
史
上

初
め
て
存
命
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
個
展
を
開
催
す

る
。

じ
ゅ

平
成
十
三
年
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。

平
成
十
四
年
、
東
京
都
現
代
美
術
館
で
個
展
を
開
催
す
る
。
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平
成
二
十
年
、
初
の
小
説
「
ぶ
る
う
ら
ん
ど
」
が
、
第
三
十
六
回

泉
鏡
花
文
学
賞
を
受
賞
す
る
。じ

ゅ

平
成
二
十
三
年
、
旭
日
小
綬
章
を
受
章
す
る
。

平
成
二
十
四
年
、
朝
日
賞
を
受
賞
す
る
。

同
年
、
兵
庫
県
神
戸
市
に
横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
が
開
館
す
る
。

平
成
二
十
七
年
、
第
二
十
七
回
高
松
宮
殿
下
記
念
世
界
文
化
賞

（
絵
画
部
門
）
を
受
賞
す
る
。

氏
は
、
大
衆
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
神
秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
混
在
し
た

独
自
の
作
風
を
確
立
し
、
国
内
外
を
問
わ
ず
数
多
く
の
美
術
館
で
の

個
展
開
催
、
展
覧
会
へ
の
出
品
に
よ
り
、
世
界
的
評
価
を
不
動
の
も

の
と
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
か
ら
画
家
に
転
向
し
、
以
降
も

美
術
家
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
し
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
感
性
を
表

現
し
て
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
感
動
を
与
え
続
け
る
姿
は
、
広
く
都

民
が
敬
愛
し
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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